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７月７日、NLC新大阪にて JR東海労関西地本第３０回定期大会が開催されました。

メインスローガン

東海の地に労働運動の灯を赤々と燃やし続けよう!
一切の組織破壊攻撃を許さず、全ての労働者と連帯して、平和・人権・民主主義を守
り抜き、誰もが平和で安心して働き、暮らせる社会の実現に向け奮闘!

大会は、来賓の本部淵上委員長、ＪＳ労柳楽委員長、工藤ＯＢ会長から連帯の挨拶を頂
き、また、本部高山副委員長から締めの挨拶を頂きました。
☆「いかなる政党の支配・介入を許さず、職場の労働者の権利と利益を守るために闘おう」
☆「ＪＳ労の仲間と共に JR 東海労連の強化・拡大を実現しよう」☆「平和・人権・民主
主義を守るために、連帯の輪を広げよう」☆「業務改革による利益優先の効率化反対!経
営破綻につながるリニア建設に反対し、働きやすい労働条件・職場環境の改善を求め職場
から闘おう」など、運動方針を確立しました。

大阪運輸所選出の代議員の太田さんからは、「職場は業務改革という名の下に効率化が
進められ、疲弊しきっている。また新人事賃金制度の導入で、より社員間の競争を強いら
れてくる問題を、職場から闘っていく」
同じく代議員の梶田さんから、「職場の解決されていない問題点を新たな闘いとして闘

っていく」「９月退職以降も継続組合員として、闘っていく」と、お二人の堂々とした決
意を込めた発言がありました。

また、JR 東海労への統制委員会撤回をはじめ、本部大会でも採択された特別決議を全
代議員の賛成で採択し、最後に笹田委員長の団結頑張ろう!で、大会は成功裡に終了しま
した。


